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ま
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く
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［
地
域
の
活
力
を
支
え
る
高
松
琴
平
電
気
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「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
構
想
」
に
よ
り

集
約
型
の
都
市
構
造
を
目
指
す
高
松
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

公
共
交
通
網
の
再
編
と
地
域
活
性
化
が
カ
ギ
と
な
る
。

地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
を
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
変
え
る
こ
と
で
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
を
促
し
、

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

高
松
市
と
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
（
こ
と
で
ん
）
が
協
働
す
る

そ
の
構
想
と
計
画
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。



多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ

四
国
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、
中
核
市
で

あ
る
高
松
市
は
、
面
積
約
３
７
５
㎢
、
人
口

は
約
42
万
人
。
北
側
は
瀬
戸
内
海
、
南
は
讃

岐
山
脈
に
接
し
て
い
る
た
め
、
他
都
市
に
比

べ
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
規
模
で
ま
ち
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
人
口
集
中
地
区
で
あ
る
面
積
約

41
㎢
に
、
市
全
体
の
人
口
の
半
分
に
当
た
る

約
21
万
人
が
生
活
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
の
地
方
都
市
同
様
、
高
松

市
に
お
い
て
も
、
都
市
機
能
の
拡
散
化
が
進
ん

で
い
る
。
平
成
16
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
廃
止

以
降
は
、
旧
市
街
化
調
整
区
域
で
の
居
住
や

商
業
施
設
等
の
建
設
、
郊
外
部
の
宅
地
化
が

急
速
に
進
み
、低
密
度
な
市
街
地
が
広
が
る
。

市
民
の
生
活
は
車
に
大
き
く
依
存
し
て
お

り
、
高
松
広
域
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
に
よ
る
交
通
分
担
率
で
は
、
自
動
車
利

用
が
平
成
元
年
は
46
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

平
成
24
年
に
は
67
・
７
％
と
、
1
・
５
倍
近

く
に
増
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
鉄
道

や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
利
用
に
大
き
な
変
化

が
な
く
、
徒
歩
や
自
転
車
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
点
で
、
全
体
と
し
て
市
民
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
「
車
を
利
用
す
る
歩
か
な
い
生

活
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
高
松
市
の
場
合
、
自
動
車
の
利
用
率

１
％
は
自
動
車
台
数
に
換
算
す
る
と
約

１
３
０
０
台
に
相
当
す
る
。
車
に
よ
る
移
動

を
公
共
交
通
利
用
に
転
換
で
き
れ
ば
、
減
便

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
陥
っ
て
い
る
悪
循

環
を
好
循
環
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
公

共
交
通
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
で
賑

わ
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
、
人
が
そ
こ

に
住
ん
で
健
康
的
に
歩
い
て
生
活
す
る
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
高
松
市
市
民
政
策
局
の
板
東
和
彦

交
通
政
策
課
長
は
語
る
。

平
成
20
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
５
次
高
松

市
総
合
計
画
」
と
「
高
松
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
高
松
市
が
示
し

た
目
指
す
べ
き
都
市
構
造
は
「
多
核
連
携
型

コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
」。
大
小
の
複
数

拠
点
へ
の
都
市
機
能
の
集
積
と
市
街
地
の
拡

大
抑
制
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
を
基
軸
と

し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
を
併
せ
持
つ
都
市
を
目

指
す
。

ま
た
、
そ
の
施
策
の
柱
と
し
て
平
成
22
年

に
は
「
高
松
市
総
合
都
市
交
通
計
画
」
を
策

定
し
、
計
画
を
具
現
化
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
や
バ
ス
＆
レ
ー
ル

ラ
イ
ド
の
新
ル
ー
ト
に
向
け
た
バ
ス
運
行
の

社
会
実
験
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
へ
の
補
助
、
自
動
車

通
行
を
禁
止
す
る
「
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
高

松
」
の
実
施
や
都
市
交
通
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
平
成
25
年
9
月
に
は
、「
高
松
市

公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
」
を
制
定
し
て
、

既
存
の
交
通
基
盤
を
有
効
に
活
用
し
た
公
共

交
通
体
系
の
再
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
を
活
性
化
す
る
公
共
交
通
事
業
者

と
こ
ろ
で
、
高
松
市
内
に
三
つ
の
鉄
道
路

線
を
持
つ
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
（
こ
と
で

ん
）
は
、
破
綻
し
た
子
会
社
へ
の
債
務
保
証

が
原
因
で
経
営
難
に
陥
り
、
平
成
13
年
に
民

事
再
生
法
適
用
を
申
請
し
た
。
全
国
初
の
民

間
に
よ
る
鉄
道
再
生
を
果
た
し
た
の
は
４
年

４
カ
月
後
の
平
成
18
年
３
月
。
新
生
こ
と
で

ん
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「
こ
と
で
ん
は
い
る
か
、
い
ら
な
い
か
」

経
営
破
綻
し
た
際
に
問
い
か
け
た
こ
と
で
ん

に
対
し
、
乗
客
サ
ー
ビ
ス
や
駅
員
の
態
度
の

悪
さ
で
心
が
離
れ
て
い
た
沿
線
住
民
か
ら

は
、「
電
車
は
残
し
て
ほ
し
い
が
こ
と
で
ん

は
い
ら
な
い
」
と
の
厳
し
い
声
も
出
た
。
し

か
し
、
抜
本
的
な
経
営
改
革
を
行
っ
た
再
生

以
降
は
、
地
域
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
利
用

者
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

特
に
平
成
17
年
２
月
に
電
車
・
バ
ス
共
通

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
と
し
て
導
入
し
た

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
は
、
翌
年
に
行
っ
た
実
証

実
験
を
経
て
、
平
成
19
年
８
月
か
ら
本
格
的

に
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、「
地

域
カ
ー
ド
」
と
し
て
の
役
割
を
年
々
高
め
て

い
る
。
輸
送
の
み
に
徹
し
て
い
た
再
生
前
と

は
異
な
り
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う
公
共
交

通
事
業
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
そ
の

存
在
は
力
強
い
。

そ
し
て
高
松
市
が
公
共
交
通
を
基
軸
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
中
で
、
鉄
道
・

バ
ス
を
有
す
る
こ
と
で
ん
に
大
き
な
期
待
が

か
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
期
待
に
対
し
、「
高
松
市
に
よ
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特集：公共交通が支える持続可能なまちづくり
［地域の活力を支える高松琴平電気鉄道］
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■高松市の将来人口

平
成
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平
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平
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40.6

平
成
37
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平
成
42

38.1

平
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52
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高
齢
者
割
合

人
口

23.2%
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31.5% 32.6% 34.3%

37.2%

（出典：国立社会保障・人口問題研究所）

■高松広域都市圏の交通手段分担率
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩 その他
（出典：平成 24年高松広域都市圏パーソントリップ調査資料）
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る
ま
ち
づ
く
り
構
想
は
当

社
に
と
っ
て
も
追
い
風
で

あ
り
、
市
や
市
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
お
応
え
し
た

い
」
と
、
こ
と
で
ん
鉄
道

事
業
本
部
運
輸
サ
ー
ビ
ス

部
長
の
植
田
俊
也
取
締
役

は
意
欲
を
語
る
。

真
鍋
康
正
社
長
が
平
成

26
年
に
就
任
し
て
か
ら
は
「
社
内
の
決
断
が

よ
り
早
く
な
り
、
若
い
世
代
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
挑
戦
を
さ
せ
て
く
れ
る
」
と
鉄
道
事
業
本

部
運
輸
サ
ー
ビ
ス
部
の
平
尾
仁
志
リ
ー
ダ
ー

が
語
る
よ
う
に
、
実
務
を
担
う
社
員
た
ち
も

一
層
活
気
づ
い
て
い
る
。

公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
の
制
定

「
高
松
市
公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
」
は
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
の
収
支
を
改
善
し
て
サ
ー
ビ
ス
と
利

便
性
を
高
め
、
市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
公

共
交
通
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的

と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
は
公

共
交
通
の
維
持
・
改
善
が
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
利
用
促
進
に
係
る

施
策
を
実
施
し
、
公
共
交
通
事
業
者
は
事
業

の
効
率
化
と
利
便
性
向
上
に
努
め
る
。
一
般

事
業
者
は
従
業
員
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

公
共
交
通
利
用
を
促
し
、
市
民
は
過
度
の
自

動
車
利
用
を
控
え
て
公
共
交
通
を
積
極
的
に

利
用
す
る
―
―
４
者
の
協
働
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。

高
松
市
は
、
こ
の
条
例
の
制
定
に
当
た
っ

て
市
内
各
所
で
説
明
会
を
開
き
、
大
西
秀
人

市
長
が
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ

シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
こ
と
を
含
め
、
市
民
に

直
接
、
理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
と
い
う
。

「
条
例
の
内
容
も
、
行
政
が
一
方
的
に
決

め
る
の
で
は
な
く
、
交
通
関
係
の
市
民
団
体

等
で
構
成
す
る
総
合
都
市
計
画
推
進
協
議
会

や
議
会
と
も
素
案
に
つ
い
て
議
論
し
て
、
公

に
見
え
る
形
で
進
め
た
」
と
、
板
東
課
長
は

地
域
と
合
意
形
成
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
説

明
す
る
。

条
例
の
理
念
を
踏
ま
え
た
公
共
交
通
利
用

促
進
施
策
も
、
早
い
段
階
で
行
わ
れ
た
。
条

例
制
定
後
半
年
足
ら
ず
の
平
成
26
年
３
月
に

は
「
電
車
バ
ス
乗
り
継
ぎ
割
引
拡
大
制
度
」

を
実
施
。
電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
と
、
そ

れ
ま
で
20
円
割
引
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
市
が
80

円
の
差
額
を
補
填
し
て
１
０
０
円
に
拡
大
し

た
。
年
間
約
２
３
０
０
万
円
の
補
助
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
平
成

26
年
３
月
～
10
月
の
電
車
・
バ
ス
乗
り
継
ぎ

件
数
は
約
22
万
件
と
、
前
年
同
時
期
に
比
べ
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高松市 市民政策局
コンパクト・エコシティ推進部
交通政策課長

板東和彦
Kazuhiko BANDO

■公共交通ネットワーク再編に関する
　これまでの流れ

高松市第 5 次総合計画

多核連携型コンパクト・
エコシティ推進計画

高松市都市計画
マスタープラン

●都市計画制度の
　見直し

●立地適正化計画の
　策定 

都市再生
特別措置法改正
（平成 26年 2月）

●高松市総合都市交通計画
　（平成 22年 11月策定）
●高松市公共交通利用促進条例
　（平成 25年 9月制定）

●高松市地域公共交通網形成計画
　(平成 27年 3月策定）

●高松市地域公共交通再編実施計画
　(平成 28年 3月策定）

・公共交通結節拠点整備
  新駅（三条駅－太田駅間）基本計画
  新駅（太田－仏生山駅間）基本構想
・バス路線再編

＜実施施策＞

地域公共交通活性化再生法改正
（平成 26年 11月）

中心市街地

仏生山仏生山

新駅新駅

新駅新駅

中心市街地

市街地エリア

公共交通軸

地域交流拠点への交通手段
（フィーダー系バス路線）

交通結節拠点
ＪＲ
ことでん

公共交通軸

バス路線

ＪＲ

ことでん

市街地エリア市街地エリア

■公共交通ネットワーク再構築の基本方針

現状の公共交通ネットワーク

鉄道とバスが平行して運行する区間が長く、
鉄道とバスで利用者が分散。

都心地域交通、都心地域周辺交通、郊外部交通、
それぞれの役割を明確にして再編する。

（出典：高松市地域公共交通再編実施計画）

公共交通ネットワークの再構築



約
３
割
が
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
平
成
26
年
10
月
か
ら
は
高
齢
者
に

対
す
る
公
共
交
通
利
用
支
援
と
し
て
、
市
内

在
住
の
70
歳
以
上
を
対
象
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「
ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を
発
行
し
た
。
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
導
入
し
て
い
る
電
車
や
バ
ス
の

運
賃
が
、
カ
ー
ド
の
利
用
で
半
額
に
な
る
。

「
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
き
た
が
、
こ
れ
が

最
も
売
れ
行
き
が
い
い
。
当
初
用
意
し
た
数

千
枚
は
発
売
開
始
２
週
間
で
売
り
切
れ
て
し

ま
っ
た
」（
植
田
取
締
役
）

こ
と
で
ん
で
は
65
歳
以
上
を
対
象
に
、
運

賃
が
７
～
８
％
割
引
と
な
る
「
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
」
を
発
行
し
て
い
た
が
、
乗
り
継
ぎ

割
引
と
同
様
、
ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
利
用

の
差
額
分
は
市
の
財
源
か
ら
の
補
填
と
な
る
。

初
年
度
は
初
期
費
用
が
約
１
０
０
０
万
円
、

差
額
補
填
が
約
３
９
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

一
方
、
高
齢
者
に
自
動
車
利
用
が
多
い
の

も
、
高
松
市
の
特
徴
だ
。
先
の
交
通
手
段
分
担

率
で
平
成
元
年
と
平
成
24
年
の
自
動
車
利
用

分
担
率
は
、
65
～
74
歳
で
28
・
６
％
か
ら
70
・

４
％
に
、
75
歳
以
上
で
15
・
８
％
か
ら
61
・

１
％
に
、
い
ず
れ
も
数
倍

に
伸
び
て
い
る
。

「
平
成
元
年
当
時
は
、

65
歳
以
上
で
車
を
運
転
す

る
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ

た
が
、
免
許
保
持
者
が
高

齢
化
し
て
、
主
な
移
動
手

段
が
そ
の
ま
ま
車
と
な
っ

て
い
る
」（
板
東
課
長
）

高
松
市
で
は
、
こ
う
し
た
高
齢
者
層
が
将

来
的
に
移
動
す
る
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点

か
ら
も
公
共
交
通
の
利
用
を
積
極
的
に
促
し

て
い
る
。

平
成
26
年
７
月
に
は
、
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
人
が
免
許
を
返
納
し
た
場
合
、
１
万

円
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
加
さ
れ
た
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
あ
る
い
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
Ｊ
Ｒ
）
を

発
行
す
る
制
度
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
な
じ
め
な
い
と
い
う
高
齢
者
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ

た
公
共
交
通
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
作
成
な
ど
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
。

事
業
者
で
は
難
し
い
投
資
や
調
整
を
支
援

こ
れ
ら
の
施
策
が
功
を
奏
し
、
高
松
市
内

の
公
共
交
通
利
用
は
増
加
傾
向
を
見
せ
て
い

る
。
市
内
の
公
共
交
通
利
用
率
は
、
条
例
制

定
前
の
平
成
24
年
と
制
定
後
の
平
成
27
年
で

13
・
４
％
か
ら
14
・
２
％
と
０
・
８
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。
こ
と
で
ん
の
利
用
人
員
数
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は
、
平
成
25
年
か
ら
平
成
27
年
で
５
％
上
昇

し
て
い
る
。

施
策
の
効
果
に
つ
い
て
、
板
東
課
長
は

「
実
施
の
ス
ピ
ー
ド
や
内
容
か
ら
も
、
市
が

公
共
交
通
を
基
軸
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、
市
民
に

徐
々
に
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
る
と
思
う
」

と
語
る
。
一
方
で
、
こ
と
で
ん
の
植
田
取
締

役
も
「
地
方
鉄
道
の
場
合
は
運
賃
を
下
げ
て

も
乗
客
が
増
え
な
い
と
い
う
話
も
よ
く
あ
る

が
、
当
社
の
場
合
、
こ
う
し
た
行
政
の
支
援

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
、
好
調
に
推
移
し

て
い
る
」
と
話
す
。

循
環
バ
ス
の
再
編
も
行
わ
れ
て
い
る
。
平

成
27
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ま
ち
な
か

ル
ー
プ
バ
ス
」
は
、
中
心
市
街
地
の
駅
や
商

店
街
、
病
院
、
公
共
施
設
な
ど
を
経
由
し

て
、
東
西
双
方
向
に
約
40
分
お
き
に
循
環
す

る
。
こ
の
バ
ス
は
運
営
主
体
の
異
な
る
３
路

線
の
巡
回
路
線
バ
ス
が
統
合
し
て
共
同
運
行

し
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
重
複
し
て

競
合
し
て
お
り
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
に
赤
字
補

填
を
行
っ
て
い
た
。
共
同
運
行
後
は
、
１
台

平
均
の
利
用
客
数
も
約
15
人
と
当
初
の
運
行

計
画
を
上
回
り
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
18

人
に
増
加
し
て
い
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
４
台
の
車
両
の
う
ち
１

台
は
高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
が
国
の

補
助
を
得
て
32
人
が
乗
車
で
き
る
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
導
入
し
、
今
年
４
月
か
ら
運

用
を
開
始
し
て
い
る
。
レ
ト
ロ
な
外
観
が
印

象
的
な
バ
ス
は
観
光
客
に
も
人
気
が
高
い
。

ま
た
、
同
組
合
で
は
高
松
丸
亀
町
商
店
街
で

買
い
物
を
す
る
と
、
購
入
額
に
応
じ
て
乗
車

サ
ー
ビ
ス
券
を
発
行
す
る
な
ど
、
利
用
促
進

の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

「
年
間
約
４
０
０
～
５
０
０
万
円
程
度
を

市
が
補
填
し
て
い
る
が
、
事
業
者
の
将
来
的

な
自
立
を
想
定
し
て
い
る
」（
板
東
課
長
）

と
い
う
よ
う
に
、
事
業
者
同
士
の
調
整
や
新

た
な
投
資
な
ど
事
業
者
単
体
で
は
難
し
い
部

分
を
、
行
政
が
公
的
な
支
援
の
枠
組
み
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
だ
。

多
種
の
交
通
結
節
点
と
な
る
新
駅

平
成
26
年
度
に
中
心
市
街
地
活
性
化
法
、

都
市
再
生
特
別
措
置
法
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
が
改
正
さ
れ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
国

が
支
援
す
る
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
た
。
高
松
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鉄道の利便性を高めるため、駅舎のバリアフリー化やサイクル＆ライドの駐輪
場整備が進められている。

三条駅－太田駅間に整備される新駅は、高速道路と結節する立地にある。

■新駅と公共交通結節拠点整備

瓦町駅

栗林
公園駅

三条駅

太田駅

仏生山駅

新駅

新駅

JR
高松駅

高松
築港駅

都心地域

高速バス

高速バス

（出典：高松市地域公共交通再編実施計画）

主要都市圏へ

P P

学術研究拠点
（香川インテリジェントパーク）県道太田上町志度線

（片側2車線：整備中）
県道太田上町志度線
（片側2車線：整備中）

国道11号（片側3車線）国道11号（片側3車線）

地域交流拠点

P P

P P

バスネットワークの
再編
バスネットワークの
再編

基幹交通軸の強化基幹交通軸の強化

利便性の高い情報提供利便性の高い情報提供

サイクル＆ライドの促進サイクル＆ライドの促進

新交通システムの検討新交通システムの検討

パーク＆ライドの促進パーク＆ライドの促進



市
は
平
成
27
年
３
月
に
「
高
松
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
、
平
成
28
年
３
月
に

は
「
高
松
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
」
を
策
定
。
今
年
度
以
降
は
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
に
向
け
た
具
体
的
な
実

施
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

「
都
市
計
画
と
公
共
交
通
施
策
の
一
体
化

は
高
松
市
も
平
成
22
年
度
の
総
合
都
市
交
通

計
画
策
定
の
段
階
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
の

で
、
国
の
支
援
制
度
の
枠
組
み
に
う
ま
く
収

ま
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
ら
れ

た
」
と
板
東
課
長
は
語
る
。

公
共
交
通
体
系
再
編
の
主
軸
は
鉄
道
の
新

駅
設
置
と
バ
ス
路
線
の
再
編
で
、
新
駅
は
高

松
市
内
の
中
心
部
を
南
北
に
貫
く
こ
と
で
ん

琴
平
線
に
２
駅
設
置
さ
れ
る
。
新
設
予
定
地

は
い
ず
れ
も
中
心
市
街
地
か
ら
少
し
距
離
が

あ
る
が
、
近
年
は
人
口
集
積
が
著
し
い
地

域
。
駅
間
隔
が
約
２
・
３
㎞
あ
る
三
条
駅

－

太
田
駅
間
に
整
備
さ
れ
る
新
駅
は
、
線
路
と

片
側
３
車
線
の
国
道
11
号
線
、
高
速
道
路
が

交
差
す
る
立
地
で
、
高
速
バ
ス
や
フ
ィ
ー

ダ
ー
バ
ス
、
自
動
車
、
自
転
車
な
ど
多
様
な

交
通
手
段
の
結
節
点
と
し
て
機
能
す
る
。
橋

上
駅
の
駅
舎
に
、
駅
前
広
場
に
は
バ
ス
乗
降

場
や
約
６
０
０
台
の
駐
輪
場
、
高
架
下
に
は

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
駅
間
隔
約
１
・
８
㎞
の
太
田

駅

－

仏
生
山
駅
間
に
設
置
さ
れ
る
新
駅
は
、

県
道
太
田
上
町
志
度
線
（
整
備
中
）
と
交
差

す
る
位
置
に
あ
る
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
が
接

続
し
、
平
面
駅
の
駅
前
広
場
に
は
駐
輪
場
の

ほ
か
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
駅
と
周
辺
の
香
川

大
学
な
ど
学
術
研
究
拠
点
と
を
結
ぶ
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
仏
生
山
駅
付
近
に
は
２
年
後
の
完

成
予
定
で
高
松
市
新
病
院
（
仮
称
）
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
高
松
市
は
二
つ
の
新

駅
と
仏
生
山
駅
周
辺
を
公
共
交
通
結
節
拠
点

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
本
格
化
さ
せ
る
。

「
新
駅
の
整
備
と
並
行
し
て
バ
ス
路
線
の

再
編
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
バ
ス
路
線

は
市
内
の
中
心
部
か
ら
放
射
状
の
ル
ー
ト
で

運
行
し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線
化
し

て
再
編
し
、
鉄
道
か
ら
バ
ス
へ
、
円
滑
に
乗

り
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
。
新
駅

で
各
方
面
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
市
民
の
移
動
パ
タ
ー
ン
も
大
き

く
変
わ
る
」
と
板
東
課
長
は
語
る
。

市
域
内
の
路
線
バ
ス

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
こ

と
で
ん
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
が
、
植
田
取
締
役
も

「
現
状
で
は
、
鉄
道
と
バ

ス
の
結
節
が
強
い
と
は
言

え
ず
、
ダ
イ
ヤ
に
お
い
て

も
改
善
す
べ
き
点
が
あ

る
。
今
後
は
こ
う
し
た
拠

点
駅
を
中
心
に
路
線
網
の
再
編
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。

新
駅
に
寄
せ
ら
れ
る
大
き
な
期
待

平
成
に
入
り
、
こ
と
で
ん
で
は
三
つ
の
新

駅
を
開
業
し
て
い
る
。
平
成
14
年
に
46
年
ぶ

り
の
新
駅
開
業
と
な
っ
た
長
尾
線
・
学
園
通

り
駅
、
平
成
18
年
の
琴
平
線
・
空
港
通
り

駅
、
そ
し
て
平
成
25
年
に
開
業
し
た
琴
平

線
・
綾
川
駅
の
３
駅
だ
。

特
に
綾
川
駅
は
、
香
川
県
中
西
部
地
域
に

お
け
る
交
通
結
節
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
駅

施
設
・
駅
前
広
場
を
含
め
約
６
億
円
の
整
備

費
用
を
、
国
・
香
川
県
・
綾
川
町
が
３
分
の

1
ず
つ
負
担
し
た
。
周
辺
に
は
大
型
商
業
施

設
や
公
共
施
設
が
集
積
、
宅
地
開
発
が
進
ん

で
、
綾
川
駅
の
平
成
27
年
度
の
利
用
人
員
は

年
間
約
47
万
人
に
上
る
。

「
平
成
14
年
以
降
、
利
用
客
の
落
ち
込
み

は
下
げ
止
ま
っ
た
が
、
低
迷
状
態
が
続
い
て

い
た
。
綾
川
駅
が
開
業
し
て
以
降
は
、
こ
と

で
ん
全
体
の
業
績
が
回
復
傾
向
に
変
わ
っ
て

い
る
」
と
、
植
田
取
締
役
は
説
明
す
る
。
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「
高
松
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」

に
よ
る
新
駅
事
業
ス
キ
ー
ム
は
、
三
条
駅

－

太
田
駅
間
の
駅
舎
が
９
・
５
億
円
（
国
が
３

分
の
1
で
ほ
か
は
県
と
市
が
負
担
）、
駅
前

広
場
が
11
・
５
億
円
（
国
55
％
・
市
45
％
）

で
、
太
田

－

仏
生
山
駅
間
の
駅
舎
は
、
２
・

８
億
円
（
国
が
３
分
の
１
で
ほ
か
は
市
等
で

負
担
）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
規
模
は
「
こ
と
で
ん
の
歴
史
の
中
で

も
１
、２
位
を
争
う
大
事
業
」（
植
田
取
締

役
）
で
、
具
体
的
な
段
階
に
入
れ
ば
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
る
。

ま
た
、
駅
の
新
設
に
伴
い
、
鉄
道
幹
線
の

強
化
も
必
要
に
な
る
。
停
車
駅
が
増
え
る
こ

と
で
、
移
動
の
所
要
時
間
が
増
え
る
の
で
は

利
便
性
が
向
上
し
た
と
は
言
え
な
い
。
琴
平

線
の
高
松
築
港
駅

－

栗
林
公
園
駅
間
は
複
線

化
さ
れ
て
い
る
が
、
新
駅
の
設
置
で
、
栗
林

公
園
駅
以
南
、
仏
生
山
駅
ま
で
の
複
線
化
が

必
至
と
な
る
。
事
業
費
は
17
・
７
億
円
で
、

こ
と
で
ん
が
３
分
の
1
を
負
担
し
、
ほ
か
を

県
と
市
で
分
担
す
る
。

「
複
線
化
事
業
の
こ
と
で
ん
の
負
担
は
５
～

６
億
円
と
決
し
て
少
な
く
な
い
が
、
新
駅
が

開
業
す
れ
ば
、
駅
勢
圏
の
利
用
の
み
な
ら
ず
、

フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
等
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、

人
口
が
増
加
し
て
い
る
公
共
交
通
空
白
地
域

か
ら
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。
公
共
交
通
の

利
用
促
進
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
す

る
上
で
も
、
一
定
の
投
資
に
つ
い
て
は
理
解

し
て
ほ
し
い
」
と
の
板
東
課
長
の
言
葉
に
、

植
田
取
締
役
は
「
他
の
設
備
投
資
な
ど
も

あ
っ
て
厳
し
い
部
分
も
多
い
が
、
当
社
と
し

て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
応
え
て
い
る
。

新
駅
の
完
成
は
５
年
後
と
い
う
こ
と
だ

が
、
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す
い
都
市
構
造

が
実
現
し
た
と
き
、
市
民
の
移
動
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
き
っ
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

国
際
都
市
を
目
指
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
策

一
方
、
四
国
の
玄
関
口
で
あ
り
、
国
際
都

市
で
あ
る
高
松
市
で
は
、
海
外
か
ら
の
訪
問

客
の
受
け
入
れ
態
勢
強
化
を
進
め
て
い
る
。

高
松
市
と
香
川
県
は
共
同
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

「
か
が
わ
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
高
松
」
を
整
備
し
、

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
周
辺
や
Ｊ
Ｒ
高
松

駅
、
こ
と
で
ん
瓦
町
駅
、
高
松
中
央
商
店
街

な
ど
に
無
料
利
用
で
き
る
通
信
環
境
を
整

え
、
今
年
３
月
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
の
「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

Ｔ
ｒ
ａ
」
の
実
証
実
験
な
ど
も
、
高
松
中
央

商
店
街
と
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
４
月
に
は
市
内
５
カ
所
に
設
置
し

た
「
高
松
市
観
光
情
報
発
信
用
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
」
の
稼
働
を
開
始
し
、
日
本
語
・

英
語
・
中
国
語
（
簡
体
・
繁
体
）・
韓
国
語
・

仏
語
の
６
言
語
表
示
で
高
松
市
の
観
光
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
こ

と
で
ん
が
発
行
を
開
始
し
た
の
が
観
光
客
向

け
の
「
高
松
観
光
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
で
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
リ
ー
ダ
ー
部
分
に
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
と
、
指
定
の
言
語
に
対
応
し
た

観
光
情
報
が
表
示
さ
れ
る
。

「
市
と
も
連
携
し
て
、
高
松
を
訪
れ
る
国

内
外
の
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
平
尾
リ
ー
ダ
ー
は
話
す
。

さ
ら
に
、
主
要
駅
に
翻
訳
機
能
ア
プ
リ
を

入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
指
さ
し
会
話
シ
ー
ト

を
配
備
し
、
４
カ
国
語
の
沿
線
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
発
行
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
強
化
に
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
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駅を中心としたまちづくりを目指し、住宅開発が進む綾川駅周辺。バ
リアフリーの駅舎、駐輪場のほか駅近くに駐車場も確保している。

近代化産業遺産に認定される「レトロ電車」。現在もイベント運用で活躍
している。下段は、子供たちに人気のラッピング電車「ポコでん」。



こ
と
で
ん
の
視
点
で
高
松
の
観
光
を
発
信

「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ

テ
ィ
構
想
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
掲

げ
、
市
民
の
公
共
交
通
利
用
を
柱
に
据
え

る
高
松
市
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
市
と
協

働
す
る
こ
と
で
ん
は
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
よ
う
と
独
自
の
取
り
組
み
も
精
力

的
に
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
観
光
振
興
が
あ
る
。
こ
と

で
ん
の
車
両
３
両
・
施
設
10
カ
所
は
平
成

21
年
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
が
、
以
来
、
毎
月
１
回
、
高
松
築

港
駅

－

琴
電
琴
平
駅
間
で
日
本
最
古
の
電

車
と
な
る
「
レ
ト
ロ
電
車
」
を
運
行
。
運

行
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
、
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
役
立

て
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
14
年
に
誕
生
し
た
こ
と
で

ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
と
ち
ゃ
ん
」
は
、

平
成
25
年
に
ご
当
地
キ
ャ
ラ
総
選
挙
で
全

国
３
位
と
な
っ
た
こ
と
で
、
知
名
度
が
飛

躍
的
に
上
が
っ
て
い
る
。
こ
と
ち
ゃ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
１
０
０
周
年
記
念
ラ
ッ

ピ
ン
グ
電
車
「
こ
と
ち
ゃ
ん 

ひ
や
く
号
」

や
漫
画
『
う
ど
ん
の
国
の
金
色
毛
毬
』
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
ポ

コ
で
ん
」
な
ど
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
の
人

気
も
高
い
。

「
こ
と
ち
ゃ
ん
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
販
売
を
開

始
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
も
好
評
で
、
高
松
の

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ん
の

役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
接
遇
の
土
台

を
し
っ
か
り
つ
く
り
、
お
客
さ
ま
の
層
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
平
尾
リ
ー
ダ
ー

は
語
る
。

こ
う
し
た
こ
と
で
ん
の
取
り
組
み
や
姿

勢
に
板
東
課
長
は
「
非
常
に
前
向
き
な
交

通
事
業
者
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
導
入
時
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
そ
の
た
め

に
必
要
な
投
資
を
経
営
陣
が
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
る
。
高
松
市
と
し
て
目
指
す
べ
き

方
向
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
市
と

し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

新
体
制
下
で
新
た
な
視
点
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
利
用
客
と
、
そ
し
て
地
域
と
よ

り
深
く
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い

姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
ん
。「『T

he 
custom

er is alw
ays right

』
の
精
神
で
、

地
域
の
人
々
と
さ
ら
に
密
に
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
」
と
植
田
取
締
役
が
語
る
よ
う

に
、
地
域
の
活
力
と
人
々
の
生
活
を
、
公

共
交
通
事
業
者
と
し
て
基
盤
か
ら
し
っ
か

り
支
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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特集：公共交通が支える持続可能なまちづくり
［地域の活力を支える高松琴平電気鉄道］

４カ国語で発行した「ことでん沿線ガイドブック」
（上）と駅に配備する「指さし会話シート」（下）。


